
　

令
和
２
年
９
月
第
３
０
３
回
定

例
会
は
、
９
月
18
日
に
開
会
さ
れ
、

10
月
８
日
ま
で
の
21
日
間
に
わ
た
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
本
会
議
で
は
、「
令
和
２

年
度
青
森
県
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）
案
」
を
は
じ
め
、
25
件

の
議
案
及
び
28
件
の
報
告
が
上
程

さ
れ
、
三
村
知
事
か
ら
提
案
理
由

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
度
決
算
に
つ
い

て
、
会
計
管
理
者
等
か
ら
説
明
が
、

決
算
及
び
基
金
の
審
査
結
果
及
び

意
見
に
つ
い
て
、
監
査
委
員
か
ら
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

９
月
28
日
か
ら
４
日
間
に
わ
た

り
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
、
16
名

の
議
員
が
登
壇
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
克
服
に
向
け
た
対

策
や
県
立
学
校
に
お
け
る
暑
さ
対

策
、
世
界
遺
産
登
録
を
契
機
と
し

た
縄
文
遺
跡
群
へ
の
来
訪
促
進
な
ど

に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
県
当
局
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

９
月
30
日
に
は
、
１
件
の
人
事

議
案
の
採
決
が
行
わ
れ
、
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

10
月
５
日
に
は
、
議
案
に
関
す
る

質
疑
が
行
わ
れ
、
令
和
２
年
度
青

森
県
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

案
等
に
つ
い
て
、
質
疑
・
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
決
算
特
別
委
員

会
が
設
置
さ
れ
、
同
特
別
委
員
会

の
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
の
う
ち
、
令
和
元
年
度
決

算
に
つ
い
て
は
決
算
特
別
委
員
会

に
、
人
事
案
件
を
除
く
議
案
18
件

及
び
報
告
１
件
は
各
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
10
月
８
日
は
、
各
常

任
委
員
会
の
審
査
内
容
の
報
告
が

あ
り
、
討
論
が
行
わ
れ
た
の
ち
採

決
が
行
わ
れ
、
決
算
特
別
委
員
会

に
付
託
さ
れ
閉
会
中
の
継
続
審
査

と
な
っ
た
議
案
５
件
を
除
く
知
事

提
出
議
案
19
件
、
報
告
１
件
及
び

議
員
提
出
議
案
２
件
が
可
決
・
同

意
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

9
月
定
例
会
の
概
要

令
和
２
年
度

青
森
県
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
を
可
決

飛沫感染防止のため議席に設置した仕切板

　本会議場における議員間の新型コロナウイルス感
染症予防対策として、これまでのマスクの着用や席
間の確保のほか、議長席、演壇、議席及び執行部
席にアクリル製の仕切板を設置し飛沫感染を防止す
ることとしました。
　傍聴される方につきましても、マスクの着用や入
場前の検温などをお願いしておりますので、ご理解・
ご協力をお願いいたします。

新型コロナウイルス感染症予防対策

議 会 ト ピ ッ ク ス

開会日の知事あいさつの様子
（議長席、演壇等に仕切板を設置しています。）
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令
和
２
年
９
月
第
３
０
３
回
定
例
会

一
般
質
問

教
育
長

　

県
立
学
校
に
早
期
に
冷
房
設
備
を

設
置
し
、
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
学
べ

る
環
境
を
提
供
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

県
教
育
委
員
会
の
考
え
方
を
伺
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
、
マ
ス
ク
着
用
に
よ
る
密
接
場

面
へ
の
対
応
と
、
マ
ス
ク
着
用
時
に
お

け
る
熱
中
症
対
策
の
両
立
を
図
り
な

が
ら
、
学
校
な
ら
で
は
の
学
び
を
大

切
に
し
た
教
育
活
動
を
継
続
で
き
る

環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

冷
房
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
、
県

立
中
学
校
、
高
等
学
校
及
び
特
別
支

援
学
校
高
等
部
の
普
通
教
室
に
冷
房

設
備
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

QA
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る

学
校
運
営

三
村
知
事

　
「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡

群
」
の
世
界
遺
産
登
録
後
に
は
、
縄

文
遺
跡
群
の
適
切
な
保
全
、
管
理
と

と
も
に
そ
の
状
況
等
を
ユ
ネ
ス
コ
へ

報
告
す
る
こ
と
に
な
る
。
今
後
、
本

県
が
中
心
と
な
っ
て
関
係
自
治
体
と

と
も
に
、
調
査
研
究
、
人
材
育
成
な

ど
の
機
能
の
在
り
方
や
、
国
内
外
へ

の
情
報
発
信
の
更
な
る
強
化
、
充
実

に
向
け
て
、
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

A

ウ

ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る

学
校
運
営

三橋 一三 議員
みつ はしかず み

自由民主党
つがる市

会　派
選挙区

:
:

三
村
知
事

　

こ
れ
ま
で
は
県
内
需
要
の
喚
起
・

拡
大
が
中
心
だ
っ
た
が
、
今
後
は
県

外
か
ら
の
誘
客
に
も
取
り
組
む
。
国

の
「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
が
本
格
化
す
る
と
と
も
に
、
地

域
間
競
争
の
激
化
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
、

北
東
北
３
県
な
ど
近
隣
エ
リ
ア
か
ら

段
階
的
に
エ
リ
ア
を
拡
大
し
、
国
内

の
観
光
需
要
を
し
っ
か
り
と
獲
得
し
て

い
き
た
い
。
感
染
拡
大
防
止
と
社
会

経
済
活
動
の
維
持
と
の
両
立
を
図
り

な
が
ら
、
本
県
観
光
の
再
生
と
活
性

化
に
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

QA

教
育
長

地
域
校
で
あ
る
木
造
高
校
深
浦

校
舎
に
つ
い
て
、
水
産
科
を
設
置
し
、

全
国
か
ら
の
生
徒
募
集
を
導
入
し
た

上
で
存
続
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

　

木
造
高
校
深
浦
校
舎
に
つ
い
て
は
、

深
浦
町
と
令
和
３
年
度
募
集
停
止
に

向
け
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
中
学
生
の
進
路
選
択
へ
の
影
響
を

考
慮
し
、
例
年
ど
お
り
10
月
中
に
は
、

翌
年
度
の
募
集
人
員
を
決
定
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
引
き
続
き

深
浦
町
と
令
和
３
年
度
募
集
停
止
に

向
け
た
協
議
を
進
め
、
適
切
に
対
応
し

て
参
り
た
い
。

QA

今　博 議員

民主連合
五所川原市

会　派
選挙区

:
:

こん ひろし

？

地域校

　小規模であっても通学環境
に配慮して設置する高校である
が、募集人員に対する入学者数
の割合が２年間継続して２分の
１未満となった場合、募集停止
等に向けて、当該高校の所在す
る市町村等と協議することとし
ている。

用 語 解 説

？

本文中の
このマークは
用語解説です。

　

他
県
で
は
、
登
録
後
に
世
界
遺
産

セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
、
管
理
や

情
報
発
信
等
を
一
体
的
に
行
っ
て
い
る

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の

か
伺
う
。

Q
世
界
遺
産
登
録
後
を
見
据
え
た

今
後
の
取
組

世
界
遺
産
登
録
後
を
見
据
え
た

今
後
の
取
組

青
森
県
立
高
等
学
校

教
育
改
革
推
進
計
画

青
森
県
立
高
等
学
校

教
育
改
革
推
進
計
画

世界遺産登録推進ロゴマーク

観　

光

　

県
外
か
ら
の
誘
客
に
向
け
、今
後
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か

伺
う
。 本

県
観
光
の
復
興

本
県
観
光
の
復
興

教　

育

教　

育

文　

化
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？

ため池工事特措法

　農業用ため池のうち、決壊した場
合に下流の人家等へ被害を及ぼす
おそれのあるものを対象に、令和12
年度末までに防災工事等を集中的
かつ計画的に推進することを目的に
制定された法律。

用 語 解 説

優良種苗

　病害虫に汚染されておらず、健全
で生産性の高い種苗のことをいう。
本県では、農業団体等が専用のほ場
で生産し、県関係機関等が病害虫検
査を行った後に、生産者へ供給され
ている。

用 語 解 説

農
林
水
産
部
長

　

特
措
法
に
基
づ
き
、
防
災
重
点
農

業
用
た
め
池
の
防
災
工
事
等
を
推
進

す
る
た
め
、
県
は
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

国
の
指
針
に
基
づ
き
、
本
県
に
お

け
る
防
災
工
事
等
推
進
計
画
を
令
和

３
年
３
月
末
ま
で
に
策
定
す
る
。

　

本
法
は
令
和
12
年
度
ま
で
の
時
限

立
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
防
災
工
事

等
を
計
画
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、「
青
森
県
た
め
池
の
安
全
・

安
心
力
ア
ッ
プ
中
期
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

き
、
優
先
度
の
高
い
た
め
池
か
ら
市

町
村
や
た
め
池
管
理
者
と
協
議
を
進

め
、
国
の
補
助
事
業
を
積
極
的
に
活

用
し
て
防
災
工
事
を
実
施
し
て
い
く
。

QA
　

た
め
池
工
事
特
措
法

た
め
池
工
事
特
措
法

大崎 光明 議員

自由民主党
八戸市

会　派
選挙区

:
:

おおさき みつあき

蛯沢 正勝 議員

自由民主党
上北郡

会　派
選挙区

:
:

えびさわ まさかつ

？

三
村
知
事

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
踏
ま
え
、
県
は
雇
用
の
維

持
と
離
職
者
の
再
就
職
に
向
け
て
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か

伺
う
。

経
済
活
動
が
停
滞
す
る
中
、
厳
し

い
雇
用
情
勢
の
長
期
化
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、
新
た
に
、
休
業
者
の
兼
業
・

副
業
が
可
能
な
仕
事
を
掲
載
す
る
情

報
サ
イ
ト
の
構
築
、
利
便
性
の
高
い

場
所
で
の
企
業
説
明
会
の
開
催
や
離

職
者
等
を
雇
用
す
る
た
め
の
求
人
広

告
へ
の
支
援
、
離
職
者
等
を
正
規
雇

用
し
た
上
で
人
財
育
成
に
取
り
組
む

企
業
へ
の
支
援
等
、
雇
用
情
勢
の
改

善
へ
つ
な
げ
る
た
め
の
取
組
を
積
極
的

に
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

QA
雇
用
対
策

雇
用
対
策

雇　

用

防　

災

産　

業商
工
労
働
部
長

　

県
内
中
小
企
業
が
コ
ロ
ナ
を
乗
り

越
え
る
た
め
に
、
地
域
中
小
・
小
規

模
事
業
者
支
援
に
お
い
て
商
工
会
等

の
果
た
す
役
割
は
重
要
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
組
織
体
制
強
化
が
不
可

欠
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
県
の
認
識

を
伺
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
を
受
け
、
商
工
会
・
商
工
会
議

所
で
は
、
伴
走
型
支
援
に
加
え
、
国
等

の
各
種
給
付
金
等
の
支
給
事
務
や
相
談

対
応
な
ど
、幅
広
い
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

県
と
し
て
は
、
商
工
会
等
が
社
会
情

勢
の
変
化
に
応
じ
た
事
業
者
支
援
を
継

続
的
に
行
っ
て
い
け
る
よ
う
、「
新
し
い

生
活
様
式
」
に
対
応
し
た
相
談
体
制
の

整
備
や
、
県
商
工
会
連
合
会
に
よ
る
広

域
連
携
の
推
進
な
ど
、
引
き
続
き
商
工

会
等
の
運
営
基
盤
の
強
化
を
支
援
し
て

い
く
。

QA
商
工
会
等
の
果
た
す
役
割

商
工
会
等
の
果
た
す
役
割

農　

業三
村
知
事

　

近
年
の
需
給
動
向
を
受
け
て
、
県

は
、
な
が
い
も
、
に
ん
に
く
の
生
産

振
興
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
伺
う
。

消
費
者
の
健
康
志
向
の
高
ま
り
等

か
ら
需
要
が
拡
大
し
て
い
る
一
方
、
産

地
で
は
単
収
向
上
や
労
働
力
不
足
へ

の
対
応
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、　

優
良
種
苗
の
供
給

体
制
強
化
に
向
け
、
種
苗
増
殖
施
設

を
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
野
菜
研
究

所
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
新
品
種

の
開
発
と
早
期
導
入
を
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
労
働
力
不
足
に
対
応
す
る

た
め
、
自
動
操
舵
ト
ラ
ク
タ
ー
や
ド

ロ
ー
ン
等
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
実
証

と
普
及
拡
大
を
図
る
。

QA
県
産
主
力
野
菜
の
生
産
振
興

県
産
主
力
野
菜
の
生
産
振
興
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教
育
長

　

令
和
元
年
度
の
文
部
科
学
省
の
調
査

で
は
、
県
立
特
別
支
援
学
校
20
校
の
う

ち
、
10
校
に
お
い
て
39
室
の
教
室
不
足

と
な
っ
て
い
る
。

　

校
舎
の
増
築
や
、
閉
校
と
な
っ
た
高

校
の
既
存
施
設
の
利
活
用
等
に
よ
り
、

教
室
不
足
の
解
消
に
努
め
て
き
て
お

り
、
現
在
、
児
童
生
徒
の
教
育
環
境
に

関
す
る
状
況
把
握
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
教
育
環
境
の

充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

QA

畠山 敬一 議員

公明・健政会
八戸市

会　派
選挙区

:
:

はたけやまけいいち

安藤 晴美 議員

日本共産党
弘前市

会　派
選挙区

:
:

あんどう はる み

エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
対
策
局
長

　

県
民
の
間
に
、
青
森
県
を
高
レ
ベ

ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
地
と

し
な
い
条
例
の
制
定
を
求
め
る
声
が

あ
る
が
、
県
の
見
解
を
伺
う
。

　

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
は
、
あ
く

ま
で
も
一
時
貯
蔵
を
前
提
に
、
原
子
燃

料
サ
イ
ク
ル
施
設
の
立
地
協
力
要
請

を
受
諾
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
県
は
、

最
終
処
分
地
を
受
け
入
れ
な
い
意
思

を
明
確
に
し
た
上
で
、
最
終
処
分
事

業
を
進
め
る
国
か
ら
「
本
県
を
最
終

処
分
地
に
し
な
い
」
旨
の
確
約
を
得

て
い
る
こ
と
か
ら
、
条
例
の
制
定
は

考
え
て
い
な
い
。

　

最
終
処
分
地
の
早
期
選
定
に
向
け
、

国
が
前
面
に
立
っ
て
、
不
退
転
の
決

意
で
取
組
を
加
速
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

QA
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

最
終
処
分
地

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

最
終
処
分
地

危
機
管
理
局
長

　

昨
年
度
か
ら
、
ツ
ー
ル
の
種
類
・

内
容
等
に
つ
い
て
有
識
者
の
意
見
等
を

踏
ま
え
て
検
討
を
進
め
て
き
て
お
り
、

現
在
、
防
災
に
関
す
る
設
問
や
読
み

物
を
掲
載
し
た
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
、
指
導

者
用
ガ
イ
ド
等
を
作
る
こ
と
と
し
、

そ
の
具
体
的
内
容
を
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
、
教
員
等
の
意
見
も
反

映
さ
せ
る
予
定
で
あ
る
。

　

ツ
ー
ル
は
、
今
年
度
内
に
完
成
さ

せ
、
来
年
度
以
降
、
学
校
等
で
活
用

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

QA

　

県
立
特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
教

室
不
足
の
解
消
に
早
急
に
取
り
組
む

べ
き
と
考
え
る
が
、
教
室
不
足
の
状

況
及
び
そ
の
解
消
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
の
か
伺
う
。

特
別
支
援
学
校

特
別
支
援
学
校

　
　

防
災
教
育
活
動
支
援
ツ
ー
ル
の

制
作
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
の
進
捗

状
況
を
伺
う
。

防
災
教
育
活
動
支
援

防
災
教
育
活
動
支
援

教　

育

防　

災
？

防災教育活動支援ツール

　学校の授業や防災訓練等の場で、
防災について学ぶ際に利用できる参
考書や資料等を総称したもので、将
来の地域防災を担う子どもたちへの
防災教育等を継続的に実施する環
境づくりの一環として県が制作を進
めている。

用 語 解 説

教
育
長

　

社
会
保
険
か
ら
公
立
学
校
共
済

組
合
に
移
行
す
る
空
白
期
間
の
あ

る
臨
時
講
師
の
社
会
保
険
被
保
険

者
資
格
喪
失
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、

平
成
26
年
厚
生
労
働
省
通
知
に
基

づ
き
撤
回
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
県

教
育
委
員
会
の
見
解
を
伺
う
。

QA
臨
時
講
師
の
社
会
保
険

臨
時
講
師
の
社
会
保
険

平成26年
厚生労働省通知

　社会保険の被保険者資格の取扱
いに際し、有期の雇用契約又は任用
が１日ないし数日の間を空けて再度
行われる場合に、使用関係が存続し
ていると判断される場合には、資格
を喪失させることなく取り扱う必要
がある旨の通知。

用 語 解 説

　
　

平
成
26
年
厚
生
労
働
省
通
知
に

よ
り
、
臨
時
講
師
が
数
日
空
け
て
再

度
任
用
さ
れ
る
場
合
に
社
会
保
険
被

保
険
者
資
格
を
継
続
扱
い
し
て
き
た

が
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
共
済
組
合

加
入
へ
移
行
し
た
た
め
、
社
会
保
険

被
保
険
者
資
格
を
継
続
扱
い
し
な

か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
国
の
見
解
を
確

認
し
対
応
し
て
い
く
。

？

エ
ネ
ル
ギ
ー

教　

育

4



県
土
整
備
部
長

　

要
配
慮
者
利
用
施
設
に
お
け
る
避

難
確
保
計
画
の
作
成
促
進
の
た
め
の

取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

　

県
で
は
、
庁
内
連
絡
会
議
を
設
置

し
、
要
配
慮
者
利
用
施
設
の
管
理
者

等
に
対
し
て
避
難
確
保
計
画
を
作
成

す
る
よ
う
関
係
部
局
を
通
じ
て
指

導
・
助
言
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
市

町
村
が
主
体
と
な
っ
て
施
設
の
管
理

者
等
を
対
象
と
し
た
講
習
会
を
開
催

し
て
い
る
。

　

県
と
し
て
は
、
市
町
村
と
連
携
し

つ
つ
計
画
の
作
成
を
支
援
し
、
国
が

示
し
た
令
和
３
年
度
ま
で
に
対
象
と

な
る
全
て
の
施
設
に
お
い
て
作
成
を

完
了
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

QA
　

避
難
確
保
計
画

避
難
確
保
計
画

小比類巻 正規 議員

自由民主党
三沢市

会　派
選挙区

:
:

こ  ひ るいまきまさのり

鳴海 惠一郎 議員

自由民主党
黒石市

会　派
選挙区

:
:

なる  み けいいちろう

県立特別支援学校を
活用した公開講座

　県民の生涯学習推進と地域に開か
れた学校づくりの促進を図ることを目
的として、県立特別支援学校が有する
高い専門性を活用した公開講座を開
設し、手話講座や視覚障害者への理
解促進を図る講座等を実施している。

用 語 解 説

三
村
知
事

　

県
は
、
加
工
・
業
務
用
野
菜
の
生

産
振
興
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
伺
う
。

生
産
者
の
経
営
安
定
と
、
野
菜
生

産
の
更
な
る
振
興
を
図
る
た
め
、
伸

び
し
ろ
の
あ
る
加
工
・
業
務
用
野
菜

の
需
要
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
。
水

田
を
活
用
し
た
加
工
・
業
務
用
野
菜

の
契
約
栽
培
に
取
り
組
む
産
地
の
育

成
に
向
け
て
、
モ
デ
ル
産
地
を
県
内

３
か
所
に
設
定
し
、
低
コ
ス
ト
生
産

や
、
収
穫
機
に
よ
る
省
力
化
、
水
田

へ
の
作
付
け
に
対
応
し
た
排
水
対
策

技
術
の
実
証
の
ほ
か
、
産
地
づ
く
り

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
研
修
会
開
催
等
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

QA
加
工
・
業
務
用
野
菜
の
振
興

加
工

業
務
用
野
菜
の
振
興

三
村
知
事

　

人
口
減
少
が
進
む
中
で
、
県
は
、

地
域
経
営
の
仕
組
み
づ
く
り
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か

伺
う
。

　

地
域
経
営
の
仕
組
み
づ
く
り
は
、

集
落
な
ど
を
一
つ
の
会
社
に
見
立
て
、

市
町
村
と
連
携
し
な
が
ら
、
集
落
営

農
法
人
等
を
収
益
と
雇
用
を
生
み
出

す
「
地
域
経
営
体
」
と
し
て
育
成
し
、

地
域
の
経
済
や
暮
ら
し
を
守
っ
て
い

く
取
組
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
多
く
の

地
域
経
営
体
が
育
成
さ
れ
、
各
地
で

特
色
あ
る
取
組
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

今
後
は
、
地
域
経
営
体
が
他
分
野
と

の
連
携
な
ど
に
取
り
組
み
、
青
森
県

型
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
つ
な
げ

て
い
く
。

QA
農
山
漁
村
の
地
域
づ
く
り

農
山
漁
村
の
地
域
づ
く
り

教
育
長

　

県
教
育
委
員
会
は
、
今
後
手
話

の
理
解
促
進
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

県
教
育
委
員
会
で
は
、
手
話
言
語

条
例
制
定
を
踏
ま
え
、
令
和
３
年
度

よ
り
、
初
任
者
研
修
等
に
参
加
す
る

教
員
に
対
し
て
、
条
例
や
基
本
的
な

手
話
に
つ
い
て
の
研
修
を
行
う
と
と
も

に
、
県
総
合
学
校
教
育
セ
ン
タ
ー
で
、

教
職
員
や
保
護
者
等
を
対
象
に
手
話

に
関
す
る
研
修
会
を
開
催
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
ま
た
、

県
立
特
別
支

援
学
校
を
活
用
し
た
公
開
講
座
で
は
、

青
森
聾
学
校
で
の
県
民
を
対
象
と
し

た
手
話
講
座
の
継
続
は
も
と
よ
り
、

実
施
校
拡
大
も
検
討
し
て
い
く
。

QA
共
生
社
会

共
生
社
会

？

避難確保計画

　水防法及び土砂災害防止法の改
正により、市町村の地域防災計画に
位置付けられた社会福祉施設等の
要配慮者利用施設について、施設利
用者の円滑かつ迅速な避難の確保
を図るために必要な訓練等に関す
る計画の作成が義務付けられた。

用 語 解 説

福　

祉

？

農　

業

防　

災

農
林
水
産

5



　

１
人
１
台
端
末
の
導
入
が
本
格
化

し
て
い
る
中
で
、
児
童
生
徒
の
教
育

の
質
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
教

員
の
指
導
力
向
上
が
重
要
と
考
え
る

が
、
県
教
育
委
員
会
の
取
組
に
つ
い

て
伺
う
。

教
育
長

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

指
導
力
の
向
上
を
目
的
と
し
た
研
修

会
や
研
究
発
表
会
等
を
開
催
し
、
効

果
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
や

実
践
研
究
の
成
果
を
教
員
へ
普
及
す

る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
関
す
る
研
修
を
希
望

す
る
学
校
へ
総
合
学
校
教
育
セ
ン

タ
ー
か
ら
講
師
を
派
遣
し
、
教
員
の

指
導
力
向
上
に
努
め
て
い
る
。

QA
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
の
推
進

Ｇ

Ｇ
Ａ
ス
ク

ル

構
想
の
推
進

山口 多喜二 議員

自由民主党
平川市

会　派
選挙区

:
:

やまぐち た　き　じ

三
村
知
事

　

県
で
は
、
独
自
の
認
証
シ
ス
テ
ム

で
、
職
員
の
処
遇
改
善
や
人
材
育
成

等
に
取
り
組
む
事
業
者
の
「
見
え
る

化
」
を
進
め
、
認
証
事
業
所
、
介
護

職
員
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
「
三
方

よ
し
」
に
つ
な
げ
る
事
業
等
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
に

加
え
て
、「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
対

応
し
た
形
で
介
護
職
員
の
雇
用
機
会

が
守
ら
れ
る
よ
う
、
介
護
人
材
の
確

保
に
向
け
た
取
組
を
着
実
に
推
進
し

て
い
く
。

QA

関　良 議員

青和会
青森市

会　派
選挙区

:
:

せき りょう

全国のひきこもり者数

　内閣府では、平成27年において満
15歳から満39歳の人を対象として、
平成30年には満40歳から満64歳
の人を対象として、ひきこもりのアン
ケート調査を実施しており、全国のひ
きこもり者数を推計している。

用 語 解 説

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
り
介
護
人
材
確
保
の
重
要
性
が
増

す
中
で
、県
と
し
て
の
取
組
を
伺
う
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制

介
護
サ

ビ
ス
提
供
体
制

危機管理型水位計の設置状況（赤丸内）

教　

育

福　

祉

福　

祉

健
康
福
祉
部
長

　

ひ
き
こ
も
り
に
対
す
る
支
援
を

実
施
し
て
い
く
に
当
た
り
、
県
内

に
お
け
る
実
態
把
握
が
必
要
と
考

え
る
が
、
県
の
見
解
を
伺
う
。

内
閣
府
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

基
づ
き
、　

全
国
の
ひ
き
こ
も
り
者
数

を
推
計
し
た
が
、
県
と
し
て
も
、
ひ

き
こ
も
り
の
当
事
者
や
家
族
に
対
し

て
効
果
的
に
支
援
を
行
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
本
県
に
お
け
る
ひ
き
こ
も
り

の
実
態
や
ニ
ー
ズ
等
を
把
握
す
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、
今
年
度

に
お
い
て
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、
対

象
者
の
捉
え
方
や
調
査
方
法
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

QA
ひ
き
こ
も
り
支
援

ひ
き
こ
も
り
支
援

三
村
知
事

　

近
年
の
豪
雨
災
害
を
踏
ま
え
た

治
水
対
策
及
び
土
砂
災
害
対
策
に
つ

い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
を
伺
う
。

　

近
年
、
全
国
的
に
頻
発
し
て
い
る

豪
雨
災
害
で
は
、
施
設
の
能
力
を
超

え
る
災
害
も
発
生
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
被
害
を
防
ぐ
た
め
の
河
川
堤
防

や
砂
防
施
設
等
の
ハ
ー
ド
整
備
に
加

え
、
命
を
守
る
た
め
の
ソ
フ
ト
対
策

も
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
具
体
的
な

ソ
フ
ト
対
策
と
し
て
は
、
洪
水
浸
水

想
定
区
域
や
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等

の
指
定
、
危
機
管
理
型
水
位
計
や
河

川
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
等
を
進
め
て

い
る
。

QA
災
害
に
強
い
県
土
づ
く
り

災
害
に
強
い
県
土
づ
く
り

？

防　

災

6



健
康
福
祉
部
長

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進
等
の
障
害

者
施
策
を
進
め
る
に
当
た
り
、
県
は

ど
の
よ
う
に
実
施
状
況
を
管
理
し
て

い
る
の
か
伺
う
。

　

県
で
は
、
障
害
者
に
関
す
る
施
策

の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
に
つ

い
て
必
要
な
事
項
を
調
査
審
議
し
、

そ
の
実
施
状
況
を
管
理
す
る
た
め
、

青
森
県
障
害
者
施
策
推
進
協
議
会
を

設
置
し
て
い
る
。

　

本
協
議
会
に
お
い
て
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
推
進
を
含
め
、
県
が
定
め
る

障
害
者
計
画
に
基
づ
く
各
種
施
策
に

つ
い
て
、
実
施
状
況
に
関
す
る
報
告

を
行
い
、
県
が
行
う
障
害
者
施
策
へ

の
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

QA

三
村
知
事

　

現
在
の
考
え
方
の
ま
ま
県
立
高
等

学
校
教
育
改
革
を
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
町
村
部
の
高
校
が
な
く
な
っ
て

い
く
と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

　

県
立
高
等
学
校
教
育
改
革
を
進
め

る
上
で
大
切
な
こ
と
は
、
未
来
の
高

校
生
の
た
め
の
教
育
環
境
づ
く
り
で

あ
る
と
の
視
点
に
立
ち
、
未
来
の
青

森
県
づ
く
り
に
向
け
て
、
県
全
体
の

高
校
教
育
を
ど
う
し
て
い
く
こ
と
が

望
ま
し
い
の
か
考
え
て
い
く
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
る
。

　

県
教
育
委
員
会
が

第
２
期
実
施

計
画
を
策
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

こ
う
し
た
視
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

県
民
の
意
見
を
丁
寧
に
伺
い
、
慎
重

に
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

QA

渋谷 哲一 議員

県民主役の県政の会
青森市

会　派
選挙区

:
:

しぶたに てつかず

三
村
知
事

青
森
県
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
健
や
か
に
生
ま
れ
育
つ
環
境

づ
く
り
を
進
め
る
に
は
人
材
育
成

が
重
要
と
考
え
、
私
立
幼
稚
園
教

員
の
研
修
事
業
に
対
す
る
支
援
や

保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー

で
保
育
人
材
の
研
修
を
実
施
し
て

き
た
。

　

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
国
が
検
討
中
の
た
め
、
今
後
、

教
育
委
員
会
と
知
事
部
局
が
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
必
要
性
を
検
討

し
た
い
。

A

齊藤 直飛人 議員

自由民主党
北津軽郡

会　派
選挙区

:
:

さいとう なお ひ　と

青
森
県
立
高
等
学
校

教
育
改
革
推
進
計
画

青
森
県
立
高
等
学
校

教
育
改
革
推
進
計
画

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

教
育
長

　

公
立
学
校
教
員
採
用
候
補
者
選

考
試
験
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
指

導
力
に
優
れ
た
教
員
を
採
用
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
か
伺
う
。

　

教
員
と
し
て
の
資
質
・
能
力
・
適
性

を
有
し
、
得
意
分
野
を
も
つ
個
性
豊
か

で
人
間
性
あ
ふ
れ
る
多
様
な
人
材
を
求

め
る
と
と
も
に
、
全
国
大
会
等
で
活
躍

で
き
る
選
手
な
ど
を
確
保
し
、
本
県
の

総
合
的
な
競
技
力
向
上
の
実
現
を
目
指

す
観
点
か
ら
、
教
員
採
用
候
補
者
選
考

試
験
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
特
別
選
考

を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
と
も
教
員
と
し
て
の
資
質
・

能
力
・
適
性
に
加
え
、
指
導
力
に
優

れ
た
人
材
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
。

QA
教
員
の
確
保

教
員
の
確
保

　

幼
児
教
育
・
保
育
の
質
の
向
上
の

観
点
か
ら
も　

幼
児
教
育
セ
ン

タ
ー
が
必
要
と
考
え
る
が
、
知
事
は

必
要
性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
伺
う
。

Q
幼
児
教
育

幼
児
教
育

第２期実施計画

　令和５年度から令和９年
度までの県立高校の学科改
編や地区ごとの具体的な学
校規模・配置等を示す実施
計画であり、「充実した教育
環境の整備」と「各地域の実
情への配慮」に留意しなが
ら、令和３年度に計画を策
定することを予定している。

用 語 解 説

教　

育

？

幼児教育センター

　幼児教育の内容・指導方
法等に関する調査研究、幼稚
園教諭・保育士・保育教諭や
幼児教育アドバイザーに対す
る研修機会の提供や相談業
務、市町村や幼児教育施設
に対する助言・情報提供を
行う拠点。

用 語 解 説

教　

育

教　

育

福　

祉

？
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健
康
福
祉
部
長

　

県
は
、
本
年
７
月
17
日
に
策
定
し

た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
係
る
医
療
確
保
計
画
」
に
お
い

て
、
想
定
さ
れ
る
最
大
入
院
患
者
数

を
受
入
れ
で
き
る
よ
う
、
目
標
病
床

数
な
ど
を
定
め
、
医
療
提
供
体
制
の

整
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
医
療
資

源
の
脆
弱
な
地
域
に
お
い
て
感
染
が

拡
大
し
た
場
合
に
は
、
他
の
圏
域
に

お
い
て
感
染
症
患
者
を
受
け
入
れ
、

県
全
体
で
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
る
。

A

教
育
長

　

地
域
校
の
入
学
者
数
の
確
保
の
た

め
に
は
、
地
域
校
の
活
性
化
が
必
要

と
考
え
て
お
り
、
先
般
、　

基
本
方

針
に
、
地
域
校
の
活
性
化
に
向
け
て
、

学
校
と
地
域
等
が
一
体
と
な
っ
た
検

討
を
促
す
こ
と
を
盛
り
込
む
な
ど
改

定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

県
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
基
本

方
針
を
踏
ま
え
、
学
校
関
係
者
や
地

域
の
関
係
者
等
に
協
力
を
呼
び
か
け
、

地
域
校
の
活
性
化
に
向
け
た
方
策
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
た
だ
く
機
会
を

設
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

QA

菊池 憲太郎 議員

自由民主党
むつ市

会　派
選挙区

:
:

きく  ち けん  た  ろう

木明 和人 議員

無所属
上北郡

会　派
選挙区

:
:

きみょう かずひと

　

陸
奥
湾
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
に
及
ぼ

す
地
球
温
暖
化
の
影
響
予
測
に
つ
い

て
伺
う
。

農
林
水
産
部
長

　

最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
21
世
紀

中
頃
ま
で
は
現
在
の
対
策
で
養
殖
が

可
能
で
あ
る
も
の
の
、
21
世
紀
末
に

は
、
養
殖
場
所
が
湾
内
の
沖
合
域
な

ど
深
い
水
深
の
海
域
に
限
ら
れ
る
も

の
と
予
測
さ
れ
た
。
一
方
、
最
良
の

シ
ナ
リ
オ
で
は
、
21
世
紀
末
で
も
現

在
の
対
策
で
養
殖
が
可
能
で
あ
る
と

予
測
さ
れ
た
。
県
と
し
て
は
、
高
水

温
の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た

め
、
引
き
続
き
海
水
温
の
状
況
を
注

視
し
な
が
ら
、
安
定
生
産
に
向
け
た

生
産
指
導
に
努
め
て
い
く
。

QA
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖

ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖

　
一
般
県
道
泊
陸
奥
横
浜
停
車
場
線

の
現
状
と
未
舗
装
区
間
の
整
備
方
針

に
つ
い
て
伺
う
。

県
土
整
備
部
長

　

一
般
県
道
泊
陸
奥
横
浜
停
車
場
線

は
、
六
ケ
所
村
泊
〜
横
浜
町
太
郎
須

田
間
の
約
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
つ
い

て
、
幅
員
狭
小
に
加
え
急
勾
配
・
急

カ
ー
ブ
が
続
く
未
舗
装
区
間
と
な
っ

て
い
る
。

　

こ
の
未
舗
装
区
間
は
、
こ
れ
ま
で
、

通
行
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
維

持
補
修
対
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

地
元
要
望
を
受
け
、
整
備
計
画
の
検

討
を
進
め
て
き
た
。

　

今
後
、
整
備
計
画
策
定
に
向
け
て
、

地
元
町
村
と
の
調
整
を
進
め
て
い
き

た
い
。

QA
上
北
地
域
の
道
路
状
況

上
北
地
域
の
道
路
状
況

医　

療

　

地
域
校
で
あ
る
大
間
高
校
の
活
性

化
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
の
か
伺
う
。

青
森
県
立
高
等
学
校

教
育
改
革
推
進
計
画

青
森
県
立
高
等
学
校

教
育
改
革
推
進
計
画

Q　

医
療
資
源
の
脆
弱
な
地
域
に
お
い

て
感
染
が
拡
大
し
た
場
合
、
県
は
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
伺
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

？

基本方針

　平成30年度以降のおおむね10
年間を見据えた県立高等学校教
育改革に関する基本的な考え方を
示すものであり、外部有識者で構
成する「青森県立高等学校教育改
革推進計画基本方針検証会議」に
よる検証等を経て、令和２年８月
に改定している。

用 語 解 説

ホタテガイ養殖の様子

教　

育

道　

路

水　

産
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医　

療

医　

療Aomori  Ovation
（あおもりオベーション）

　医療従事者をはじめ、
最前線で働く方々への感
謝、感染者やその御家族、
対策に関わった人々の人
権への配慮、感染防止に
関する正しい知識の理解
促進などの気運醸成を図
る県の取組。

用 語 解 説

健
康
福
祉
部
長

　

医
療
従
事
者
等
慰
労
金
に
つ
い

て
、
地
域
の
身
近
な
医
療
機
関
を
外

来
受
診
し
た
患
者
が
、
後
日
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
と
判

明
し
た
場
合
、
当
該
医
療
機
関
の
医

療
従
事
者
等
に
は
、
支
給
額
の
上
乗

せ
措
置
を
実
施
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
県
の
見
解
を
伺
う
。

　

当
該
慰
労
金
は
、
地
域
の
身
近
な

医
療
機
関
に
勤
務
す
る
医
療
従
事
者

等
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
防
止
措
置
を
講
じ
な
が
ら

医
療
を
提
供
す
る
な
ど
の
負
担
に
対

し
て
５
万
円
を
給
付
す
る
も
の
で
あ

り
、
感
染
リ
ス
ク
等
に
応
じ
た
適
切

な
金
額
と
認
識
し
て
い
る
。

QA

三
村
知
事

　

感
染
者
や
医
療
従
事
者
等
へ
の

誹
謗
中
傷
の
防
止
に
向
け
て
知
事

は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
伺
う
。

QA

田中　満 議員

民主連合
八戸市

会　派
選挙区

:
:

た なか みつる

教
育
長

　

受
検
の
可
否
等
は
、
国
等
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
処
方

針
を
踏
ま
え
、
医
師
や
保
健
所
の
指

示
の
下
に
、
３
月
５
日
ま
で
に
受
検

可
能
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
受
検

で
き
る
。
受
検
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、
３
月
10
日
ま
で
に
受
検
可
能
と

さ
れ
れ
ば
、
追
検
査
を
受
検
で
き
る
。

再
募
集
に
つ
い
て
は
、
３
月
17
日
ま

で
に
受
検
可
能
と
さ
れ
れ
ば
、
受
検

で
き
る
。
追
検
査
及
び
再
募
集
を
受

検
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
県
立
高

校
長
が
事
情
を
調
査
の
上
、
提
出
書

類
を
基
に
、
適
切
な
方
法
に
よ
っ
て

選
抜
を
行
う
。

A

三
村
知
事

道
路
の
除
排
雪
は
、
少
子
高
齢
化

に
よ
る
担
い
手
不
足
や
地
域
の
建
設

業
者
の
減
少
な
ど
か
ら
、
持
続
的
な

除
排
雪
体
制
の
確
保
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

　

除
排
雪
業
務
の
受
注
者
は
、
少
雪

の
年
で
も
除
雪
機
械
の
維
持
管
理
等

に
一
定
の
経
費
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

持
続
的
な
除
排
雪
体
制
の
確
保
を
目

的
と
し
て
、
少
雪
時
の
業
務
に
お
い

て
人
件
費
と
除
雪
機
械
維
持
費
を
一

定
程
度
保
証
す
る
、「
最
低
保
証
制
度
」

を
創
設
し
た
。

A

山谷 清文 議員

自由民主党
青森市

会　派
選挙区

:
:

やま や きよふみ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

医
療
従
事
者
支
援

医
療
従
事
者
支
援

　

受
検
生
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
又
は
濃
厚
接
触
者
と
な
っ
た

場
合
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

Q
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜

県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜

　
　

道
路
除
排
雪
業
務
の
最
低
保

証
に
つ
い
て
、
県
は
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
の
か
伺
う
。

Q
道
路
除
排
雪
体
制

道
路
除
排
雪
体
制

教　

育

？

道路除排雪業務最低保証

　道路除排雪業務はこれまで作業時
間数で委託料を決めており、少雪で作
業時間が少なくなると、除排雪業務の
受注者は除雪機械などの維持に必要
な経費が賄えなくなるため、毎年一定
程度必要となる経費の一部を委託料
に補填するもの。

用 語 解 説

　

誹
謗
中
傷
や
差
別
的
な
言
動
は
、

当
事
者
を
深
く
傷
つ
け
る
も
の
で
、

決
し
て
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、

感
染
を
責
め
る
風
潮
が
広
が
る
と
、

必
要
な
検
査
や
治
療
を
控
え
る
と

い
っ
た
弊
害
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
た
め
、
県
民
に
対
し
、
様
々

な
機
会
を
捉
え
冷
静
な
行
動
を
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、　
「
Ａ
ｏ
ｍ
ｏ
ｒ
ｉ  

Ｏ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」（
あ
お
も
り
オ
ベ
ー

シ
ョ
ン
）
の
取
組
を
進
め
、
県
民
一

人
ひ
と
り
が
思
い
や
り
の
気
持
ち
を

持
っ
て
、
互
い
に
尊
重
し
合
い
な
が

ら
、
日
々
を
暮
ら
せ
る
青
森
県
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

？

道　

路
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原子力・エネルギー対策特別委員会が開催されました。
　六ケ所再処理工場の新規制基準適合に係る事業変更許可及
び県内原子力施設の新規制基準適合性審査の対応状況等に関
する議員説明会（９月18日開催）における国及び関係５事業者か
らの説明内容等について質疑を行うため、原子力・エネルギー対
策特別委員会（清水悦郎委員長）が10月７日に開催され、９名の
委員から質疑が行われ、それぞれ答弁がありました。
　主な質疑の内容は以下のとおりです。

国は、一刻も早く高レベル放射性廃棄物の最終処分地を選定すべく積極
的に取り組むべきと考えるが、見解を伺う。
　青森県を最終処分地にしないとの約束は、歴代、引き継がれており、国として遵守する。
　科学的特性マップを公表以来、国民理解を得るための全国対話活動を実施してきている中、関心グループが
80以上出てきている。また、複数の自治体等から事業について問い合わせも受けている。
　引き続き、国として前面に立って理解活動に取り組み、全国の出来るだけ多くの地域で調査を実施いただけ
るよう、積極的に取り組んでいく。

Q
A

ＭＯＸ燃料加工工場は、再処理工場と並び、核燃料サイクルの中核を成す施設である
と認識しているが、ＭＯＸ燃料加工工場のしゅん工時期の如何によらず、核燃料サイ
クル政策を推進する国の政策に変わりはないか伺う。
　政府全体の方針として、核燃料サイクルの推進は変わらない基本的方針となっている。
　閣議決定しているエネルギー基本計画でも記載があるとおり、六ケ所再処理工場、ＭＯＸ燃料加工工場の建
設も含めて、引き続きしっかりやっていく方針であることに変わりはない。

Q

A

質疑の様子

原子力・エネルギー対策特別委員会

新幹線・鉄道問題対策特別委員会が開催されました。
　新幹線・鉄道問題対策特別委員会（阿部広悦委員長）が10月６
日に開催され、初めに、国土交通省鉄道局次長から青函共用走行
区間の高速化（時間帯区分方式による高速走行等）などについて
報告があり、その後、８名の委員による質疑が行われました。
　主な質疑の内容は以下のとおりです。

青函共用走行区間における時間帯区分方式による高速走行について、区
間、期間、走行本数の拡大に向けた今後の取組計画と実現時期を伺う。
　今回の年末年始の時間帯区分方式による高速走行を着実に実施し、その影響、効果を確認し、その上で安
全性の確保をしっかりと図りつつ、来年度以降の時間帯区分方式による高速走行の実施について関係者間で必
要な検討を行っていきたい。また、区間、期間、走行本数の拡大の可能性についても現時点では確定的なこと
は申し上げることはできないが、しっかりと検討を進めていきたい。

Q
A

青函共用走行区間における全区間・全ダイヤの高速走行の実現のための抜本的な対応
策について、今後どのように取り組んでいくのか伺う。
　青函共用走行区間の高速走行の抜本的な対応策として、すれ違い時減速システム、新幹線貨物専用列車等
の案について慎重に検討してきたが、現時点では特定の方式に絞り込んでの検討を行っている状況にはなく、
様々な手法が考えられるため、課題を整理の上、引き続き幅広い視点からしっかり検討を進めていきたい。

Q
A

質疑の様子

新幹線・鉄道問題対策特別委員会
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決算特別委員会が開催されました。
　10月５日の本会議で、委員22名で構成する決算特別委員会が設置され、本会議後の組織会で委員長に菊
池憲太郎議員（自由民主党）、副委員長に谷川政人議員（自由民主党）が互選されました。
　10月13日、14日及び15日の３日間、「決算の認定を求めるの件」をはじめ、付託された５議案について、10名
の委員による活発な質疑が行われ、質疑後、付託された５議案はすべて可決、認定されました。
　主な質疑の内容は以下のとおりです。

質疑の様子

採決の様子

決算特別委員会

まるごとあおもりデジタルシフト事業のこれまでの成果を踏まえ、県はどのように
ターゲットに応じた柔軟かつ効果的な情報発信に取り組んでいくのか伺う。

　ニーズの多様化により細分化された市場に情報を的確に提供するスモールマス戦略として、コロナ禍でも自宅
で楽しめる青森ならではの動画コンテンツやドローン映像を発信し、世界中の方々に視聴いただいた。また、生
活者の趣味や嗜好、属性などに応じたきめ細かな情報発信を行うファンベース戦略として、祭りや様々なイベン
トを双方向で楽しむことができる「オンライン青森夏まつり」に参画し、テレビ等複数のメディアで報道されるな
ど、多くの反響をいただいた。
　県としては、引き続き、目まぐるしく変化する社会情勢やデジタル化をはじめとした生活者のトレンドに柔軟に
対応できるソーシャルメディアの特性を最大限に活用し、青森の魅力を発信するとともに、青森ファンの獲得に
努める。

Q
A

ＵＩJターン就職の促進に向けて、県はどのように取り組んでいくのか伺う。

　オンラインによる企業説明会の開催をはじめ、県の公式就職情報サイトやスマートフォン用アプリケーション
による情報発信など、インターネットを活用した取組を進めるとともに、インターンシップの推進に向けたマッチ
ングイベントや就職ガイダンスなど、対面によるイベントも感染症対策に十分留意した上で開催しながら、県内
就職の魅力を伝える取組を積極的に進め、最重要課題である人口減少の克服に向けて、一人でも多くの人財の
還流につなげていく。

Q
A
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〒030-8570 青森市長島１丁目 1-1　青森県議会事務局調査課
電話 017（734）9797（直通）

◎あおもり県議会だよりに関するご意見・お問合せについて

県 議 会

お知らせ
からの

傍聴にあたってのお願い

県議会だよりは
こちらから

第303回定例会で可決された知事提出議案（20件）

令和２年度補正予算関係（６件）
●一般会計１件、特別会計３件、病院事業会計１件、
　下水道事業会計１件

条例関係（９件）
●青森県行政手続における特定の個人を識別するための番号の
　利用等に関する法律施行条例の一部を改正する条例案
●青森県情報公開条例及び青森県個人情報保護条例の一部を
　改正する条例案
●青森県県税条例等の一部を改正する条例案ほか６件

人事関係（２件）
●青森県教育委員会委員の任命の件
●青森県公安委員会委員の任命の件

その他の議案（３件）
●工事の請負契約の件
●財産の取得の件
●権利の放棄の件

第303回定例会で可決された議員提出議案の内容

○新型コロナウイルス感染症に係る感染拡大防止と保健・医療・福祉の維持・強化を求める意見書

意 見 書

　地域に必要な医療提供体制を低下させることのないよう医療機関の経営に対する適切な支援や資器材確保に必
要な財源の支援、ワクチン接種体制の強化や接種費用の自己負担の全国一律の軽減、検査体制の強化及び検査
費用の低減について国に対して要望

○台湾の世界保健機関（ＷＨＯ）への参加を求める意見書
　台湾は、本県と観光・貿易等の深いつながりを有し、新型コロナウイルス感染症の封じ込めを最も成功させてい
ることから、保健衛生分野の豊富な知見・経験を持つ台湾の参加をＷＨＯに働きかけるよう、国に対して要望

青森について考える、気付きの場

　関心のある議題以外に
も、青森県の現状やこれか
らについて考えさせられま
した。今まで傍聴したこと
がない人にとっても、気付
きの場になると思います。

30代　男性
青森市在住

声傍聴者の傍聴者の傍聴者の

感染症対策も万全で安心

　コロナ禍で、消毒、座席
配置等念入りに対策をとら
れていると感じました。

60代　男性
青森市在住

県議会インターネット中継も配信中！
議会開催中はインターネットでリアルタイムに視聴できます。また、
中継映像は録画していますので、後日ご覧いただくことも可能です。

※傍聴の際はマスクの着用をお願いします。
※議場などへの入場前には検温をお願いします。
※議場などへの入退場の際は、アルコール消毒をお願いします。
※発熱や息切れ、風邪のような症状がある場合は傍聴を自粛するようお願いします。

傍聴については
こちらから議会を傍聴しよう！

青森県をもっと知るため、

傍聴にあたり、本誌「傍聴者の声」に掲載するため、
アンケートをお願いすることがありますので、ご協力ください。
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新型コロナウイルス感染症対策にご協力ください
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